
・建物階数は２階以下
としましょう。

・現存する屋敷林は極力保
存しましょう。

・屋根は瓦葺きとしましょう。

・伝統的な建築物の色彩、
素材を用いましょう。

・擁壁は石垣または
　石垣風としましょう。

・建物の前面は、畑地や庭等とし、
　十分に空地を確保しましょう。

・現存する水塚は極力保存しましょう。

水塚

屋敷林

畑地

母屋

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・中木程度のシンボルツリーを
一つの敷地あたり一本植える
ようにしましょう。

・スカイラインはできるだけ乱さないようにしましょう。
・屋根や屋上にアンテナを設置することは避け、
　スカイラインから突出することのないようにしましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。
・素材は、地域で多く使われているも
のを活用しましょう。

・住宅の前面には、中木と低木を織り
交ぜる、又は生垣等による緑化を心
がけ、豊かな自然を感じることがで
きる住宅地としましょう。

・駐車場により緑が極端に途切れること
を避けるようにし、駐車場の背後の植
栽や路面の芝生などによる緑化に努め
ましょう。

以下

林は極力保

・屋根は瓦葺きとしましょう。

物の色彩、
しょう。

擁壁
石垣風としましょう。

畑地や庭等とし、
　十分に空地を確保しましょう。

・現存する水塚は極力保存しましょう。

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・中木程度のシンボルツリーを
一つの敷地あたり一本植える
ようにしましょう。

・スカイラインはできるだけ乱さないようにしましょう。
・屋根や屋上にアンテナを設置することは避け、
　スカイラインから突出することのないようにしましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。

・素材は 地域で多く使われているも

・住宅の前面には、中木と低木を織り
交ぜる、又は生垣等による緑化を心
がけ、豊かな自然を感じることがで
きる住宅地としましょう。

・駐車場により緑が極端に途切れること
を避けるようにし、駐車場の背後の植
栽や路面の芝生などによる緑化に努め
ましょう。

風景づくりガイドライン風景づくりガイドライン
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　 風景は、 河川や水田などの農地、 一つひと つの建築物や工作物で構成されており 、 中

でも建築物は、 風景に与える影響が大きい要素の一つです。 近年、 町民の住まいづく り

に対する指向の変化や新たな建築材料の普及等により 、 日常の風景が徐々に変化してい

ます。 今後、 板倉らしい風景づく り を進めるためには、 慣れ親しんだ日常の風景を大き

く 変えず、 田園風景と 調和した建築物を建てるこ と が大切です。

　 そのため、 住宅地や集落、 工業地等に見られる建築物や緑化の配置などの特徴を基に

建築物を建てる時に参考と なる考え方を示した「 風景づく り ガイ ド ラ イン」 を作成しま

した。

　 ガイ ド ラ インは、 本町の風景の特徴に応じて７ つの地区別に作成していますので、 建

築物を建てる場所が該当する地区の内容をご覧いただき、 活用して下さい。

○町民の方

○事業者の方

　 建築物の新築や外壁の塗り 替えなどを考える時のヒ ント と して参照し 、 工夫できる

こ と に取り 組んで下さい。

　 風景づく り 基準を補完するものと して活用し 、 創意工夫が感じられる建築計画と し

て下さい。

区分 地区名称

住居系市街地

（ 住居系用途地域）

①一般住宅地

②板倉ニュータウン住宅地

商業系市街地

（ 商業系用途地域）

③近隣商業地

④板倉ニュータウン商業地

工業系用途地域内

既存の流通団地内等
⑤工業系市街地

既存の集落地 ⑥集落地

国道・ 県道の沿道 ⑦幹線道路沿道

表　風景の特徴に応じた区分

１ ガイドラインの目的

風景づくりガイドライン

２ ガイドラインの使い方

風景づくりガイドライン

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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①一般住宅地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○屋根は勾配屋根とするなど、周辺のまち並みに調和させましょう

○暖かみが感じられる色彩や自然の素材を使いましょう

○生け垣や庭木など、道路側に緑を増やしましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○周辺の建築物と 同じぐらいの高さ （ 概ね 10ｍ以下） と しまし ょ う

形態意匠

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○地域で多く 使われている素材や暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○道路から見える場所には、 できるだけ緑を設けまし ょ う

○門や塀には、 木などの自然素材を使い、 生け垣や石積みなどと しまし ょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は自家用のものだけにして、 屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○最小限の大きさ ・ 数に止め、 文字はできるだけ少なく し 、 派手な色彩の使用

は避け、 落ち着いたデザインのものと しまし ょ う

風景づくりガイドライン

・建物の高さは、原則
として10ｍ以下とし
ましょう。

・駐車場の周囲は緑化し
ましょう。

・道路沿いに塀を設ける場合は、
木などの自然素材を用いたり、
生け垣にしましょう。

・道路から見える場所は、
　できるだけ緑を増やしましょう。

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・共同住宅は、戸建て住宅のような表
情を持たせる工夫をしましょう。

・スカイラインはできるだけ乱さないようにしましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。

・素材は、地域で多く使われているも
のを活用しましょう。
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板倉町風景計画
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※地区計画の内容に適合することも必要です

②板倉ニュータウン住宅地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○屋根は勾配屋根とするなど、周辺のまち並みに調和させましょう

○暖かみが感じられる色彩や周りで良く使われている素材を使いましょう

○道路から見える場所には、緑をたくさん設けましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○周辺の建築物と 同じぐらいの高さ （ 概ね 10ｍ以下） と しまし ょ う

形態意匠

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○地域で多く 使われている素材や暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○道路から見える場所には、 高木や花など、 様々な種類の緑をできるだけ設け

まし ょ う

○敷地内に、 高木を１ 本以上は植えるよ う にしまし ょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は自家用のものだけにして、 屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○最小限の大きさ ・ 数に止め、 文字はできるだけ少なく し 、 派手な色彩の使用

は避け、 落ち着いたデザインのものと しまし ょ う

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・中木程度のシンボルツリーを
一つの敷地あたり一本植える
ようにしましょう。

・スカイラインはできるだけ乱さないようにしましょう。
・屋根や屋上にアンテナを設置することは避け、
　スカイラインから突出することのないようにしましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。
・素材は、地域で多く使われているも
のを活用しましょう。

・住宅の前面には、中木と低木を織り
交ぜる、又は生垣等による緑化を心
がけ、豊かな自然を感じることがで
きる住宅地としましょう。

・駐車場により緑が極端に途切れること
を避けるようにし、駐車場の背後の植
栽や路面の芝生などによる緑化に努め
ましょう。

ガ
イ
ド
ラ
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ン
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風景づくりガイドライン

③近隣商業地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○屋根は勾配屋根とするなど、周辺のまち並みに調和させましょう

○暖かみが感じられる色彩や自然の素材を使いましょう

○道路側に建物の表情が出てくるようにしましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○周辺の建築物を大きく 超えない高さ と しまし ょ う

形態意匠

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○地域で多く 使われている素材や暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○道路側には、 植木鉢等によって、 ちょ っと したスペースを活かした緑化を行

いましょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○建築物の外観のデザインや色彩と 調和させると と もに、 広告物同士のデザイ

ンも調和させるなど、 まと まり のあるデザインと しまし ょ う

・可能な限り、セット
バックしましょう。

・出入口は一箇所に集
約し、接道部は緑化
に努めましょう。

・敷地の外周は、緑化
に努めましょう。

・設備類は、公共空間から直接
見えない位置に設置するか、
緑で囲むなどの修景を施しま
しょう。

・屋根は勾配屋根と
しましょう。 ・スカイラインはできるだけ乱さないようにしましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基
調とした落ち着いた色彩とし
ましょう。

・素材は、地域で多く使われて
いるものを活用しましょう。

・店舗名は切り文字とするなど、過度
な表現は避けるようにしましょう。

・独立広告塔は敷地内に一つ
とし、繰り返しなどを避け
るようにしましょう。
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※地区計画及び景観保全型広告整備地区の内容に適合することも必要です

④板倉ニュータウン商業地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○全体的にまとまりがあって落ち着いたデザインとしましょう

○暖かみが感じられる色彩を使いましょう

○道路側には、緑をたくさん設けましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○周辺の建築物を大きく 超えない高さ と しまし ょ う

形態意匠

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

○主要な交差点の周辺や道路が突き当たる部分については、 よ く 見られるこ と

に配慮した特徴的なデザインと しまし ょ う

色彩・素材 ○地域で多く 使われている素材や暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○道路から見える場所には、 できるだけ緑を設けまし ょ う

○敷地内の緑化には、 できるだけ高木を植えるよ う にしまし ょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○建築物の外観のデザインや色彩と 調和させると と もに、 広告物同士のデザイ

ンも調和させるなど、 まと まり のあるデザインと しまし ょ う 。

・可能な限り、セット
バックしましょう。

・出入口は一箇所に
集約し、接道部は
緑化に努めましょ
う。

・設備類は、公共空間から
直接見えない位置に設置
するか、緑で囲むなどの
修景を施しましょう。

・道路から見える場所は、
　できるだけ緑を増やしましょう。

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。

・素材は、地域で多く使われているも
のを活用しましょう。

・独立広告塔は敷地内に一つ
とし、繰り返しなどを避け
るようにしましょう。

・前面道路に面した部分は
賑わい空間を演出するよ
うに工夫しましょう。

ガ
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風景づくりガイドライン

⑤工業系市街地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○敷地内の施設のデザインをまとめましょう

○敷地の周囲には、高木による厚みのある緑地を設けましょう

○敷地境界からできるだけセットバックさせましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○外周部の緑化の高木を大きく 超えない高さ と しまし ょ う

形態意匠

○外壁は敷地境界からできるだけセッ ト バッ ク させまし ょ う

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○敷地の周囲には、 高木による厚みのある緑地を設けましょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○最小限の大きさ ・ 数に止め、 文字はできるだけ少なく し 、 建築物の外観のデ

ザインや色彩と 調和させまし ょ う

・外壁は落ち着いた
色としましょう。

・企業名は切り文字とするなど、
　目立たないように表示しましょう。

・可能な限り、セット
バックしましょう。

・複数の施設のデザインをまとめましょう。

・敷地の周囲には、厚みのある緑地
を設けることにより、工場が直接
見えないように配慮しましょう。

・敷地の外周は、
緑化に努めまし
ょう。

・設備類は、公共空間から直接見え
ない位置に設置するか、緑で囲む
などの修景を施しましょう。
・比較的大きな設備や配管などは、
壁面と同じ色に着色するなど、一
体的なデザインとなるように努め
ましょう。

工業団地の
周囲の道路

田園

※板倉ニュータウン地区では、地区計画の内容に適合することも必要です
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⑥集落地における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○集落の特徴となっている建物や緑化等の配置を継承しましょう

○伝統的な建築物の色彩や素材を用いましょう

○既存の樹木等はできるだけ残しましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

・建物階数は２階以下
としましょう。

・現存する屋敷林は極力保
存しましょう。

・屋根は瓦葺きとしましょう。

・伝統的な建築物の色彩、
素材を用いましょう。

・擁壁は石垣または
　石垣風としましょう。

・建物の前面は、畑地や庭等とし、
　十分に空地を確保しましょう。

・寺社は高木の寺社林に囲ま
れており、地域のランドマ
ークとなっています。

・住宅の前面には畑地が連なり、
道路に対してゆとり観を創出し
ています。※集落の特徴となっている敷地の利用や

建物の配置を継承しましょう。

・現存する水塚は極力保存しましょう。

・敷地の北側には屋敷林が連な
り、まとまりある集落の景観
をつくり出しています。

・古くからの池や沼が残り、水郷
地帯を印象づけています。

水塚

屋敷林

畑地

母屋

沼
寺社

住宅

■建築物の形態意匠に関する事項

■集落の配置に関する事項

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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項目 工夫点

配置

○建築物や屋敷林などの集落での配置や敷地の利用の特徴を活かしまし ょ う

○建築物の前面は、 畑地や庭など、 十分に空地を確保しまし ょ う

○残っている水塚や現在の地形形状はできるだけ保存しまし ょ う

○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

高さ ○屋敷林等、 敷地内の高木を超えない高さ （ ２ 階以下） と しまし ょ う

形態意匠

○屋根は瓦葺きと しまし ょ う

○よ う 壁は、 石垣または石垣風の仕上げと しまし ょ う

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○地域で多く 使われている、 伝統的な建築物の色彩や素材を用いましょ う

敷地の緑化

・外構

○既存の樹木等はできるだけ残しまし ょ う

○敷地の周囲には、 できるだけ緑を設けまし ょ う

○門や塀には、 木などの自然素材を使い、 生け垣や石積みなどと しまし ょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は自家用のものだけにして、 屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○最小限の大きさ ・ 数に止め、 文字はできるだけ少なく し 、 木や石など自然素

材を用いたものと しまし ょ う

風景づくりガイドライン

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！
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項目 工夫点

配置
○風景資産等の周辺では、 建物の配置や外観のデザインを工夫しまし ょ う

○地域のシンボルと なる大切な樹木はできるだけ保存して活かしまし ょ う

形態意匠

○屋根は勾配屋根にしまし ょ う

○建築物全体でデザインや色彩をまと めまし ょ う

○建築設備や屋外階段、 ごみ置き場等は、 周り になじませまし ょ う

○長大な壁面はつく らないよ う に工夫しまし ょ う

色彩・素材 ○暖かみのある色彩を使いましょ う

敷地の緑化

・外構

○敷地の周囲には、 できるだけ緑を設けまし ょ う

○駐車場の出入口はできるだけ集約しまし ょ う

○駐車場の周囲は、 できるだけ緑によって囲いましょ う

○擁壁はできるだけつく らないよ う にして、 表面を緑などで覆いましょ う

屋外広告物

○広告物は屋上には設置しないよう にしまし ょ う

○最小限の数に止め、 文字はできるだけ少なく し 、 広告物同士のデザインも調

　 和させるなど、 まと まり のあるデザインと しまし ょ う

⑦幹線道路沿道における風景づく り

●風景づくりのポイント　…これが特に大切です！

○敷地境界からできるだけセットバックさせましょう

○暖かみが感じられる色彩を使いましょう

○敷地の外周はできるだけ緑で囲うようにしましょう

●風景づくりのイメージ　…こんな風景を目指しましょう！

●風景づくりの工夫点　…一人一人ができる範囲で工夫し、取り組みましょう！

・可能な限り、セット
バックしましょう。

・出入口は一箇所に集約
し、接道部は緑化に努
めましょう。

田園

・屋根は勾配屋根と
しましょう。

・独立広告塔は敷地内に一つ
とし、繰り返しなどを避け
るようにしましょう。

・店舗名は切り文字とする
など、過度な表現は避け
るようにしましょう。

・設備類は建物と一体的なデザイ
ンとなるように、または緑で囲
うなどの修景に努めましょう。

・外壁や屋根の色は低彩度を基調とし
た落ち着いた色彩としましょう。
・素材は、地域で多く使われているも
のを活用しましょう。

・敷地の外周は緑化に努め、
周囲の田園風景に調和した
ものとしましょう。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
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■色彩のおすすめ（推奨色）

【市街化区域内】 【市街化調整区域内】

風景づくりガイドライン

凡例

外壁基調色の基本色

屋根色の基本色

工作物外装色の基本色
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�（ 青）系の色相

��（ 青紫）系の色相

�（ 紫）系の色相

��（ 赤紫）系の色相

凡例

外壁基調色の基本色

屋根色の基本色

工作物外装色の基本色

対象・部位 色相 明度 彩度 対象・部位 色相 明度 彩度

建築物の外壁

工作物の外装

0R～ 9.9R
８ 以上 －

建築物の外壁

工作物の外装

0R～ 9.9R ３ 以上８ 未満 １ 以下
３ 以上８ 未満 ２ 以下

10R(0YK)～ 5Y
８ 以上 ２ 以下

10R(0YK)～ 5Y
８ 以上９ 未満 ２ 以下

３ 以上８ 未満 ４ 以下 ３ 以上８ 未満 ４ 以下

上記以外の色相
８ 以上 －

上記以外の色相 ３ 以上８ 未満 １ 以下
３ 以上８ 未満 ２ 以下

建築物の屋根

0R～ 9.9R

６ 以下

４ 以下

建築物の屋根

0R～ 9.9R

６ 以下

４ 以下

10R(0YK)～ 5Y ４ 以下 10R(0YK)～ 5Y ４ 以下

上記以外の色相 ２ 以下 上記以外の色相 ２ 以下

※本冊子では、 できるだけ正確な色表現を心がけましたが、 印刷物によるため、 実際のマンセルと 図版等の色彩が異なる場合があり ます

のでご注意く ださい。


